



























る。編集長 J. エンテンザは1945年１月号で CSHP の宣言2 を行う。当初は８つのケース・ス
タディ・ハウス（以下，CSH）が計画された。宣言とその作品群に示された特徴は，南カリ
フォルニア特有の住宅の仕様を満たし良好な住環境を形成すること，一般の人々が手に入れる
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ケース・スタディ・ハウス・プログラムにおけるラ
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，
戦後の生活を示す新しいデザインであ
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最良の方法で使用する












































































































































































































































































































１ Esther McCoy; Case Study Houses 1945‒1962, Hennessey & Ingalls, Los Angeles, 1962.
  Catharine Smith ed.; Blueprint for Modern Living, MIT Press, Cambridge, 1989.
  岸和郎・植田実監修 ,『ケース・スタディ・ハウス』，住まいの図書館出版局，1997．には上記書に含
まれる論考の邦訳をはじめ，McCoy や建築家・施主へのインタビューが収められている。
  Barbara Goldstein; Arts and Architecture: The Entenza Years, MIT Press, Cambridge, 1990.





４ ソリアノに関しては以下の評伝がまとまりある唯一のものである。Wolfgang Wagener; Raphael 
Soriano. Phaidon Press, London, 2002. ソリアノを本稿の対象に選定した理由を以下に述べる。ロサ
ンゼルス近代建築の第一・二世代中心の CSHP の第一期の試行を経，第三世代によって CSHP がそ
の特性を十全に示し始める。これについて，CSHP を世界に知らしめた McCoy（McCoy（1962））は，
ソリアノを第二世代と第三世代とをつなぐ存在として位置づけている。さらに同書の章の題目








  　また，那須は，CSH の言説を概括し，内外空間の構成に着目した研究を行っている。那須聖，八
木幸二ほか：「ケース・スタディ・ハウス・プログラム」にみられる理想住宅，日本建築学会計画系
論文集，No. 508，pp. 249‒255，1998.06.
  　山中も CSH における空間構成の類型的な分析を行っている。主なものに，山中章江，川向正人：
ケース・スタディ・ハウスにおける「場」の生成，日本建築学会計画系論文集，No. 614，pp. 253‒
260，2007.04.　山中章江，川向正人：ケース・スタディ・ハウス・プログラムにおける「空間的広が
り」，日本建築学会計画系論文集，No. 604, pp. 203‒210，2006.06. がある。
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10 ソリアノの言説は A&A の以下の号・頁に収められたものである。1949.12，p. 22，1950.01，p. 26，





図１： Esther McCoy; Case Study Houses 1945‒1962, Hennessey & Ingalls, Los Angeles, 1962, pp. 73, 
75‒76.
